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指定管理者 学校法人新潟総合学院

指 定 期 間 平成26年４月１日～平成31年３月31日

平成３０年度　指定管理施設評価結果

施　設　名 大槻公園

施 設 区 分 ．事業運営施設

届　出・・・ 協　議・・・ 報　告・・・

評価対象期間 平成30年４月１日～平成31年３月31日
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指定管理料 24,856 （前年度比）
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総合評価経年比較
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評　　価　　概　　要

　昨年度と比較して利用者数が減少したが、春、夏、冬休み時に体験学習施設において特別開館を行い利用者
数の増のため努力した。また、管理棟に休憩室や大会本部が設置できるスペースを確保するレイアウトの変更
を行い、スポーツ広場のサービスの向上に努めた。平成28年度から引き続き行っている枯木の伐採に加え、体
験学習施設の段差識別塗装についても職員自ら取り組んでおり、業務委託料の軽減に努めた施設の維持管理が
図られていた。
　修繕や業務委託においては、積算方法を改めると共に仕様書を定め、受注者任せにしない施設の維持管理を
行うべきであった。

評　価　項　目

Ⅰ．市民の平等な利用の確保（使用許可、使用料減免の状況等）

Ⅱ．施設の効用の最大限の発揮（PR活動、サービス向上の取組、維持管理等）

Ⅲ．管理を安定して行うための人員及び財政基盤の確保（研修体制、経営の効率化等）

Ⅳ．その他事項（法令順守、危機管理等）

サ ー ビ ス 向 上 対 策

内　　容

春、夏、冬休み時に体験学習施設において特別開館を行った。

管理棟の有効活用として、休憩室や大会本部が設置できるスペースを確保した。（Ｈ31年3月より開始）

平成28年度より計画的に行ってきた危険木対応について、完了した。引き続き新規に発生した危険木について、処理している。

事務手続き

利 用 者 数 86,124 （前年度比）
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